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* 

④
第
十
六
回
山
岳
史
懇
談
会

登
山
中
の
水
分
補
給
に
関
し
て
は、

昔
か

ら
よ
く
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
生
時
代
、
バ
テ
バ
テ
に
な
っ
て
、

一
杯
の

水
を
欲
し
が
っ
て
も
、
先
翡
が
飲
ま
し
て
く

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
恨
み
を
持
つ

人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。
運
動
生
理
学
の

学
問
が
進
歩
し
て
く
る
と
、
そ
れ
が
本
当
に

正
し
い
の
か

、

疑
問
も
生
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
最
近

、

ス
ボ
ー
ッ
ド
リ
ン
ク
飲
用
の
効

能
に
関
す
る
文
献
も
目
に
す
る
。

実
際
、
登
山
中

、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
に
ス

ボ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
用
し

、

気
分
が
よ
く

な
っ
た
経
験
を
持
つ
人
は、

多
い
と
思
わ
れ

る
。
今
回

、

こ
の
方
面
の
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
方
を
ル
ー
ム
に
お
招
き
し、

お
話
し

を
伺
う
機
会
を
も
う
け
た
の
で

、
会
員
の
皆

様
の
ご
出
席
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

日
時

二
月
二
十
六
日
（
金
）

午
後
七
時
ル
ー
ム
に
て

講
師

鈴
木
政
登
先
生

慈
恵
医
大
臨
床
検
査
医
学

濱
題

登
山
と
水
分
補
給
に
つ
い
て

会
費

会
場
挫
理
費
と
し
て

—
-
0
0円

医
療
・
集
会
委
員
会

•
お
知
ら
せ

＠
講
演
会

登
山
と
水
分
補
給

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
は

、

一
八

八
八
年
に
初
め
て
来
日

、

今
年
は
来
日
百

周
年
に
当
り
ま

す
の
で

、

ゆ
か
り
の
横
浜

聖
ァ
ン
デ
レ
教
会
で
三
月
二
十
一
日
（
春

分
の
日
）
に
『横
浜
ウ
ェ
ス
ト
ン
記
念

祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
す。

日
本
山
岳
会
も
後
援
す
る
こ
と
に
な

り

、

会
員
安
江
安
宜
氏
（
岡
山
大
学
名
誉

教
授
）
の
記
念
講
演
の
ほ
か

、

各
種
の
資

料
、
著
書
の
展
示

、

ス
ラ
イ
ド
映
写
な
ど

横
浜
ウ
ェ
ス
ト
ン
記
念
祭

へ
の
お
誘
い

＠
談
話
会

科
学
研
究
委
員
会
は
毎
月

、

談
話
会
を
開

い
て
興
味
あ
る
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す。

多
数
会
員
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す。

毎
回

、

六
時
三
十
分
か
ら
一
時
間
、
本
会

ル
ー

ム
に
お
い
て
、

テ
ー

マ
と
話
題
提
供
者
は
左
の
と
お
り
で

テ
ー
マ

立
教
大
学
山
岳
部
初
期
の
登
山

講
師

堀
田
弥
一
氏
他
二
名

日
時

―
―
一
月
十
九
日
（
土
）

午
後
五
時
三
十
分
よ
り

場
所

日
本
山
岳
会
ル
ー

ム
図
書
委
員
会
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が予定されています。会員多数の参加を歓迎します。日時三月二十一日（月・振替休日）+＝一時ー十七時会場横浜聖ァンデレ教会（神奈川区三ツ沢下町14の57)電話0四五（三ニ―)四九八八（横浜駅から地下鉄三ツ沢下町駅下車、徒歩五分）●記念講演とシンボジウム講演『街中のウェストン』講師安江安宜氏ほかにウェストンの登った山のスライド映写、懇親会を予定。
四 登月三す゚豊 山月のれあ人 同

富 の十説るるは シ 山 二
な 航五明パ ° 最 ミ の十
経 空日をラ登も ユ 行動 五日験 写金^ すメ山合 レ

を 真る 1 で理 I 科学 金̂ヽ 語 あツ °夕合理 的 シ
る れ l な ヨ

゜
っ

をと 性が 行動 ン‘一
科 れ
学 大 りあを小 ; 研 森 あると山
究 弘 げとる内
委 て考ぇ も正 墨員 郎 行動 の夫
会 ら で

昭
和
六
十
三
年
二
月

二
十
日
発
行

1
0
2東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
韮

1

四

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行

所
紐
虚
日
本
山
岳
会

発
行
者
今
西
寿
雄

編
集
代
表
岡
沢

祐

吉

湖
話
東
京

(
2
6
1

)
四
四

三
―
―­

板
替
口
座

東
京

一
ー
ー
ー
四
八
―
ー
九
番

東
京
都
港
赤
区
坂

l
_

＿
ニー

六

赤
坂
グ

レ
ー
ス
ピ
ル

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
澁

詳
し
く
は
前
月
号
会
報
を
ご
覧
下
さ
い。

日
時

四
月
十
六
日

（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
ー
五
時

場
所

本
会
ル
ー
ム

参
加
費

五
百
円
（
予
稿
集
費
）

科
学
研
究
委
員
会

会
報
暉
号
3

頁
一
段
目
の
松
商
は
松

旦

硲
。

5
1
1
号
2
頁
二
段
目
の
拍
所
は
拍

手
、

3

頁
三
段
目
の
一
九
八
六
年
は

一九
八
七
年
、

5

頁
四
段
目
の
原
謙
二
は
謙
一
氏、

1
0頁
の
新
入

会
員
市
川
佐
江
子
氏
住
所
ニ
ニ
四
三
は
ニ
ニ
―二
四

と
訂
正
を
お
願
い
い
た
し
ま
す。

●
会
報
編
集
委
員
の
一
部
交
代

5
ー

児
玉
茂
委
員
は
事
務
局
職
員
と
し
て
の
仕
事

（

に
専
念
す
る
た
め
降
り

、
代
り
に
大
森
久
男

会
員
が
会
報
編
集
委
員
に
な
り
ま
す

。

従
っ
て
校
正
、
図
栂
紹
介
等
の
作
業
は
児

玉
前
委
員
の
手
を
離
れ
ま
す
。

会
報
委
員
会

* 

④
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
危
険
な
動
物
と
安
全
登
山
』
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